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住ড়ガイドുਛとは 
ফ、エコツーリズムやグリーンツーリズムの発னにともない、おこしや੨おこしにおいて、そこ
にථैす住ড়の方々が自ैガイドさんとなり、地で活ඩされています。また、においても、
ഄఴや地域のગ発ৄをテーঐにした住ড়ガイドさんによる「まちあるきプログラム」などにお目にか
かることも多くなっています。 
リードクライムでは、自然体験や環境教育のインタープリターのノウハウを活かして、このような住
ড়ガイドさんのുਛをষっております。 
「伝えるৡの上」「リピーターがふえるプログラム開発」「注目をあつめる小道具づくり」「地域の素
౫発」「全ଵ৶・ਃଵ৶」などごൌ望やご要望にあわせたઍの研修デザインが可能です。 
 
 

研修の一： 
 عまちあるきガイドുਛ講ౠの実ع
 
◆メッセージ（趣旨） 
住ড়ガイドさんは、મ৶人にえることができます。地域にはたくさんのྟৡ的な素౫があります。
住ড়ガイドさんは、地域にあるたくさんの素౫を৹৶して、ষ者（参加者）においしいમ৶を出し
ておもてなしをいたします。そのために必要な技術は、大きく２つあると考えます。ひとつは、どの
素౫を、どのように৹৶して、どのようにాりつけてお出しするかということ。すなわち、素౫৭び
と、それをどのように伝えるか・ৄせるかということ。つ目は、相手に「おいしい」と言ってもै
えるようなメニューと味付けが必要と言うこと。すなわち、相手が何を求めているか、何に喜んでく
れるかを知する対象者৶ੰが必要です。 
リードクライムでは、数々の現場経験で得た「どんな本にも載っていないガイドのコツとテクニック」
をわかりやすく伝授いたします。 
住ড়ガイドさんと一คに地域のྟৡを発ਦし、੪気で௫しい地域を作っていきましょう。 
 
◆対象とする方： 
まちあるきガイド、観光ボランティアガイド、グリーンツーリズムガイド、エコツアーガイドなど 
 
◆研修ଡਛの： 
ここでは、講義＋実践練習の 2 回ଡਛをとしてऑます。 
１回目：基本の講義：1 時間半 
２回目：実践練習：３時間 



【基本の講義／ઍٓ 
□बैい：人で話すときの基本となる知を学ぶ。 
□講義ઍ 

・あなたが৶୳とするガイド൸はء 
・ガイドの技術 

（１）肝に銘じておきたい３つ ع話のઍਰに大જなことع 
（２）伝え方のポイント 
（３）話す準備をする（シナリオを作る） 

・シナリオ作りのポイント 
・プロのガイドが大જにしていること 

 
【実践練習／ઍٓ 
□बैい：人で話すときの基本となる知を学ぶ 

実習を通して話の組ाয়て方、話し方を学ぶ。 
実習を通して上達のための練習方法を学ぶ。 

□実践練習५ケジューঝ 
09：00 オリエンテーション 

→この研修の目的を共有する時間です。 
09：15 コミュニケーション実習 

→お互いを知ること、心と体のウォーミングアップの効果を体験します。 
09：45 「相手を知る」実習 
       →ガイドにおいて大જな「対象者৶ੰ」について 
        実践を通して学びます。 
10：45 休憩 
11：00 「伝える」実習（：自分を伝える） 

→自分を紹介するためのシナリオの組ाয়てを考え、 
4ع3 人一組でガイド役と参加者にになり実演をくりかえします。 

11：45 まとめの小講義／上達するための練習方法 
12：00 ીവ 
 
 
上੶プログラムは一です。 
ご要望やロケーション、対象者にあわせたさまざまなプログラムデザインが可能です。 
また、ここでは数時間ਜ਼の研修をऑましたが、 
1 日全日、1 泊 2 日、2 泊 3 日などのশ時間の研修デザインも、もちろん可能です。 
お気軽にご相談ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


